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付録A 目標性能水準の設定方法

1. 目標性能水準の設定方法の概説 A- 1

1. 1 災害統計量に基づく方法 A- 1

1. 2 リスク評価に基づく方法， 期待総費用最小化による方法 A- 2

1. 3 現行設計基準へのキャリブレ ー ションによる方法 A- 2

2. ISO や欧米基準で採用されている目標性能水準の大きさとその背景 A- 4
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